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――――宇佐美会長は、この３月末で５年間務められた名古屋市体
育協会会長を退任されますが、平成16年の理事から始まり、副会長を
経て会長まで17年間も体育協会を支えていただきました。振り返って
みて心がけていたことや思い出に残っていることはありますか？ 
　名古屋市体育協会の会長は、私が体育協会役員に就任した時（平
成16年）は伊藤会長で、その後は加藤会長が務められ、そして私がバ
トンを引き継ぎました。体育協会は加藤前会長の時に教育スポーツ
協会と合併していますが、合併の際は大変苦労されたと聞いています。
当時、私は愛知県弓道連盟の法人化を中心となって進めていたこと
もあり、会長という白羽の矢が立ったのかもしれません。
　会長を務めるにあたり心がけていたことは、先輩方が築き上げてこ

られた体育協会を良い形で
次の世代へ引き継ぐというこ
とです。体育協会は、市民ス
ポーツ祭や都市間交流ス
ポーツ大会（旧五大都市大
会）、名古屋シティマラソン
（現在は名古屋ウィメンズマ
ラソンと同時開催）など、歴

史ある様々なイベントに中心
となって関わっています。それ
らを継続するだけでなく、さら
には発展させ次に引き継がな
いといけないという思いで
やってきました。
　また、体育協会の柱となる事
業に、ジュニアアスリートの育成がありますが、やはり市民の皆さんに
「スポーツ頑張れ！」と応援していただくには、国際大会などで活躍で
きる選手を育てることが重要です。
　そのためには、まずは子どもたちがスポーツを始められる環境を整
備して、競技人口を増やすことが大切です。私の専門である弓道も、ま
ずは子どもたちに弓道へ興味をもってもらえるよう、市内にスポーツ
少年団を4つ設立するなど、弓道人口を増やす取り組みをしています。
今は、子どもたちにとってスポーツ以外の選択肢が多くあり、その中か
らスポーツを選んでもらうのは大変です。他の競技団体も苦労されて
みえると思いますが、こればかりは地道にやっていくしかないですね。
　あと、思い出に残ったことと言えば、やはり現在の新型コロナウイル
ス感染症の影響により、この1年余り、社会全体が今までに経験したこ

とがない大変困難な状況に追い込まれてしまい、スポーツ界も様々
な大会やイベントなどが軒並み中止・延期になったことでしょうか。
　まだまだ先が見通せず、社会全体が閉塞感に包まれています。ス
ポーツの存在意義も問われています。しかし、この困難を乗り越えて
平穏な日常生活を取り戻し、笑顔でスポーツができる日が来ることを
信じています。今はそのための我慢の時だと思います。
――――弓道を５歳で始められ、約70年もの間、選手・指導者として
ご活躍されてみえますが、長い弓道人生の中でターニングポイントが
あれば教えてください。
　我が家は代々弓具商を営んでおり、戦前から父も自宅で弓道具の
製作などをしていました。だから、幼いころから本物の弓道具をおも
ちゃにして遊んでいたので、物心ついた時から自然と弓道をやってい
たという感じです。
　私は全日本弓道選手権大会に23回出場し、35歳からは20年間連
続出場して常にベスト10入りしていました。決勝に何回も残り、準優
勝や3位、4位までは獲得できましたが、なかなか優勝することができ
ませんでした。そんな中、平成3年（1991年）に47歳で迎えた第42回
大会でようやく優勝することができ、天皇杯をいただくことができまし
た。その時は、相手がミスしても勝ったと思わず、自分の弓を引くこと
だけに集中できました。その時の経験は、選手や指導者として一つの
ターニングポイントになったと思います。
　弓道は鎌倉時代からの歴史があり、当時の武士が乗馬と共に最初
に身に付けた武道と言われています。皆さんもご覧になったことが
あっておわかりだと思いますが、弓道は動かない的を目掛けて矢を
射ります。簡単に思われるかもしれませんが、全国大会で優勝するよ
うな選手でも、百発百中ということはあり得ません。
　なぜなら、弓道では揺れ動く内なる心を自分自身で制御できない
と、的を射ることができないからです。例えば、大会で相手が的を外し
た時、余計な邪念が生まれると自分も的を外してしまいます。いかに
して心を鎮め余分なことは考えず、とにかく集中して弓を引くことが大
切です。弓道は「心の格闘技」とも言われています。
　長い間一線でご活躍されてみえますが、その間に大きな怪我など
はなかったですか？

　稽古のし過ぎで、右肘の腱を
断裂したことがありました。その
時は手術をせず、２年ぐらいかけ
て周りの関連する筋肉などを鍛
えることで乗り切りました。
　弓道で教わったことは、「相手
に惑わされずに、己を信じ、己に
克つこと」、「欲を出さずに我慢す

ること」です。怪我も含めて、自分に克たないと相手には勝てないこと
を学びました。このことは、他の競技でも言えることではないでしょうか。
――――名古屋弓道協会のみならず、愛知県弓道連盟や全日本弓道
連盟での活動、さらには国際弓道連盟の設立にもご尽力されたとのこ
と。ご苦労などはありませんでしたか？
　国際弓道連盟設立のきっかけは、全日本弓道連盟の役員をしてい
た時に弓道の将来像を考えるプロジェクトに参加したのがきっかけで
した。その前から海外へ指導に出向いていましたが、当時は同じ弓道
なのにその国ごとで全く異なる弓道をやっており、これでは弓道が間
違って伝わってしまうと危機感を抱きました。
　そこで組織づくり、人材育成などを整備し、平成18年（2006年）に
国際弓道連盟を設立しました。2010年からは４年ごとに、東京とフラ
ンスで世界大会を開催しています。
　実は、尾張名古屋は三英傑ゆかりの土地であることからも、歴史的
に武道である弓道が盛んで、弓道場の数は愛知県が全国一です。中

区の地名である矢場町も弓道が由来となっています。近い将来、地元
名古屋で世界大会ができれば大変うれしいですね。
　宇佐美会長ほどではありませんが、私も長い間同じ武道である剣
道に励んでいますが、得てして武道家は自分の世界に閉じこもりが
ちです。しかし、宇佐美会長は歴史ある弓道という枠にとどまること
なく、世界にも視野を広げてみえ、大変関心いたしました。
　宇佐美会長が種をまいて、水をやり、今は花が咲いているときで
すね。
　同じ武道家である尾野さんからそう言っていただけると、とても嬉
しいですね。これからも、微力ながら弓道界に貢献していきたいと思
います。
――――名古屋市体育協会会長の退任後の夢や目標は？
　父も愛知県弓道連盟の事務局長を務めており、私は中学生の頃か
ら父を手伝っていました。そして、選手・指導者としても長年弓道に携
わってきましたので、弓道に関することはそれなりにわかっているつ
もりです。また、自宅に弓道に関する古書や教本などが多数あったの
で、それらを『弓道冊子萬集』として書籍化しました。夢とは違うかもし
れませんが、これからも弓道家として、私の経験を少しでも次世代に
残していけたらと思います。
　あと、今まで弓道を続けてこられたのは、30～40歳代の頃に、しっ
かりと稽古してきたからだと思っ
ています。弓道の競技人口は高
齢者が最も多く、次は中学・高校・
大学生ですが、残念なことに体
力・技術・精神力が一番充実して
いる30～40歳代の競技人口が
減っています。
　理由は、その年代の人たちは
仕事の都合や家庭の事情でなかなか稽古ができないからです。おそ
らく、他の競技も似たような状況ではないでしょうか。弓道に限らず現
役世代がスポーツをしやすい環境を整備し、現役世代のスポーツ実
施率が少しでも向上すれば、超高齢化社会に伴う様々な課題を解決
するための一助となり、社会全体が変わってくると思います。
　全日本弓道連盟の役職定年は80歳なので、それまでにスポーツが
しやすい環境や土壌を整備することが、私のこれからの役割かなと
思っています。
　宇佐美会長の国際弓道連盟設立を始めとする様々な企画力は、幼
少のころから育まれてきたものが活きていますね。
――――最後に、現在のコロナ禍の中で、選手や加盟団体の皆さん
へメッセージはありますか？
　今のコロナ禍では、皆さん大変苦労されていると思います。それぞ
れ置かれてみえる状況は異なると思いますが、決してスポーツの火
を消すことなく、できる範囲で活動していただけたらと思います。例え
ば、弓道でも自宅の押し入れに巻き藁を入れて弓を引くなど、工夫し
て稽古を続けている人もいます。
　私たち体育協会は、選手そして加盟団体あっての協会です。皆さん
と力を合わせて、この困難に負けることなく立ち向かっていきたいと
思います。これからも、ご
指導及びご協力をよろ
しくお願いいたします。
　本日は、大変貴重な
お話をありがとうござ
いました。これからもま
すますのご活躍を祈念
いたしております。
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インタビュアー尾野氏（左）と宇佐美義光氏（右）
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れ置かれてみえる状況は異なると思いますが、決してスポーツの火
を消すことなく、できる範囲で活動していただけたらと思います。例え
ば、弓道でも自宅の押し入れに巻き藁を入れて弓を引くなど、工夫し
て稽古を続けている人もいます。
　私たち体育協会は、選手そして加盟団体あっての協会です。皆さん
と力を合わせて、この困難に負けることなく立ち向かっていきたいと
思います。これからも、ご
指導及びご協力をよろ
しくお願いいたします。
　本日は、大変貴重な
お話をありがとうござ
いました。これからもま
すますのご活躍を祈念
いたしております。
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　宇佐美義光会長が、令和3年3月31日をもって勇退されることとなり
ました。
　平成16年5月から名古屋市体育協会の理事を、その後審議員、副会
長を経て、平成28年4月から同協会会長を務め、協会の運営、事業の推
進並びに、名古屋市のスポーツの普及・振興に尽くされました。
　また、新会長には後藤泰之副会長が令和3年3月9日に行われた競技
スポーツ事業運営審議会において選任されました。
　なお、同審議会において、宇佐美会長は4月1日より当協会の特別顧
問に就任されることが決定いたしました。

宇佐美義光会長が勇退、新会長に後藤泰之副会長が就任

後藤泰之新会長 宇佐美義光特別顧問

昭和20年（1945年）6月　名古屋市生まれ。
5歳から父のもと弓道を始めるとともに、指導者としても修練を積み、大学
卒業後には、明和高校や瑞陵高校、愛知教育大学で弓道師範を務め、
現在に至るまで、弓道を生涯スポーツとして取り組んでもらえるよう、ジュ
ニアから高齢者までの一貫指導を目標に日々、弓道の普及及び選手・指
導者育成に取り組まれている。
平成14年に名古屋弓道協会会長、平成16年からは名古屋市体育協
会理事を、その後副会長を経て、平成28年から名古屋市体育協会会長
に就任し、名古屋市の競技スポーツ、生涯スポーツ、地域スポーツの多
岐にわたり、その普及振興に尽力される。
長年のスポーツ振興への功績が評価され、平成4年度に（財）愛知県体
育協会体育功労賞、平成14年度に（財）名古屋市体育協会体育功労
賞、平成21年度に文部科学大臣生涯スポーツ功労表彰、平成23年度
に（財）日本体育協会スポーツ振興功労賞、令和元年度に旭日双光章
（スポーツ振興功労）を受賞する。

プロフィール スポーツ関係の役職歴
平成１６年５月～平成２２年３月　 名古屋市体育協会理事
平成19年5月～平成２５年５月　 日本オリンピック委員会 選手強化本部委員
平成２２年４月～平成２４年３月　 名古屋市体育協会審議員
平成２４年４月～平成２８年３月　 名古屋市体育協会副会長
平成２４年１０月～令和３年３月　 愛知県教育委員会 愛知県スポーツ推進 
 審議会委員
平成２７年４月～令和３年３月　 愛知県スポーツ協会副理事長
平成２８年４月～令和３年３月　 名古屋市体育協会会長
 （公財）名古屋市教育スポーツ協会副理事長
令和元年5月～令和３年３月 愛知・名古屋アジア競技大会
 組織委員会理事
現在、国際弓道連盟理事、東海弓道連盟連合会名誉会長、愛知県弓道連盟
名誉会長、名古屋弓道協会名誉会長を務めている。
【弓道専門資格】
　段位　八段位（平成７年５月認可）
　称号　範士号（平成12年５月授与）

多くの方に支えられた、名古屋市体育協会の17年間。
ゲ　　ス　　ト　　名古屋市体育協会　会　　　長　宇佐美義光
インタビュアー　　名古屋市体育協会　広報委員長　尾野博之
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――――宇佐美会長は、この３月末で５年間務められた名古屋市体
育協会会長を退任されますが、平成16年の理事から始まり、副会長を
経て会長まで17年間も体育協会を支えていただきました。振り返って
みて心がけていたことや思い出に残っていることはありますか？ 
　名古屋市体育協会の会長は、私が体育協会役員に就任した時（平
成16年）は伊藤会長で、その後は加藤会長が務められ、そして私がバ
トンを引き継ぎました。体育協会は加藤前会長の時に教育スポーツ
協会と合併していますが、合併の際は大変苦労されたと聞いています。
当時、私は愛知県弓道連盟の法人化を中心となって進めていたこと
もあり、会長という白羽の矢が立ったのかもしれません。
　会長を務めるにあたり心がけていたことは、先輩方が築き上げてこ

られた体育協会を良い形で
次の世代へ引き継ぐというこ
とです。体育協会は、市民ス
ポーツ祭や都市間交流ス
ポーツ大会（旧五大都市大
会）、名古屋シティマラソン
（現在は名古屋ウィメンズマ
ラソンと同時開催）など、歴

史ある様々なイベントに中心
となって関わっています。それ
らを継続するだけでなく、さら
には発展させ次に引き継がな
いといけないという思いで
やってきました。
　また、体育協会の柱となる事
業に、ジュニアアスリートの育成がありますが、やはり市民の皆さんに
「スポーツ頑張れ！」と応援していただくには、国際大会などで活躍で
きる選手を育てることが重要です。
　そのためには、まずは子どもたちがスポーツを始められる環境を整
備して、競技人口を増やすことが大切です。私の専門である弓道も、ま
ずは子どもたちに弓道へ興味をもってもらえるよう、市内にスポーツ
少年団を4つ設立するなど、弓道人口を増やす取り組みをしています。
今は、子どもたちにとってスポーツ以外の選択肢が多くあり、その中か
らスポーツを選んでもらうのは大変です。他の競技団体も苦労されて
みえると思いますが、こればかりは地道にやっていくしかないですね。
　あと、思い出に残ったことと言えば、やはり現在の新型コロナウイル
ス感染症の影響により、この1年余り、社会全体が今までに経験したこ

とがない大変困難な状況に追い込まれてしまい、スポーツ界も様々
な大会やイベントなどが軒並み中止・延期になったことでしょうか。
　まだまだ先が見通せず、社会全体が閉塞感に包まれています。ス
ポーツの存在意義も問われています。しかし、この困難を乗り越えて
平穏な日常生活を取り戻し、笑顔でスポーツができる日が来ることを
信じています。今はそのための我慢の時だと思います。
――――弓道を５歳で始められ、約70年もの間、選手・指導者として
ご活躍されてみえますが、長い弓道人生の中でターニングポイントが
あれば教えてください。
　我が家は代々弓具商を営んでおり、戦前から父も自宅で弓道具の
製作などをしていました。だから、幼いころから本物の弓道具をおも
ちゃにして遊んでいたので、物心ついた時から自然と弓道をやってい
たという感じです。
　私は全日本弓道選手権大会に23回出場し、35歳からは20年間連
続出場して常にベスト10入りしていました。決勝に何回も残り、準優
勝や3位、4位までは獲得できましたが、なかなか優勝することができ
ませんでした。そんな中、平成3年（1991年）に47歳で迎えた第42回
大会でようやく優勝することができ、天皇杯をいただくことができまし
た。その時は、相手がミスしても勝ったと思わず、自分の弓を引くこと
だけに集中できました。その時の経験は、選手や指導者として一つの
ターニングポイントになったと思います。
　弓道は鎌倉時代からの歴史があり、当時の武士が乗馬と共に最初
に身に付けた武道と言われています。皆さんもご覧になったことが
あっておわかりだと思いますが、弓道は動かない的を目掛けて矢を
射ります。簡単に思われるかもしれませんが、全国大会で優勝するよ
うな選手でも、百発百中ということはあり得ません。
　なぜなら、弓道では揺れ動く内なる心を自分自身で制御できない
と、的を射ることができないからです。例えば、大会で相手が的を外し
た時、余計な邪念が生まれると自分も的を外してしまいます。いかに
して心を鎮め余分なことは考えず、とにかく集中して弓を引くことが大
切です。弓道は「心の格闘技」とも言われています。
　長い間一線でご活躍されてみえますが、その間に大きな怪我など
はなかったですか？

　稽古のし過ぎで、右肘の腱を
断裂したことがありました。その
時は手術をせず、２年ぐらいかけ
て周りの関連する筋肉などを鍛
えることで乗り切りました。
　弓道で教わったことは、「相手
に惑わされずに、己を信じ、己に
克つこと」、「欲を出さずに我慢す

ること」です。怪我も含めて、自分に克たないと相手には勝てないこと
を学びました。このことは、他の競技でも言えることではないでしょうか。
――――名古屋弓道協会のみならず、愛知県弓道連盟や全日本弓道
連盟での活動、さらには国際弓道連盟の設立にもご尽力されたとのこ
と。ご苦労などはありませんでしたか？
　国際弓道連盟設立のきっかけは、全日本弓道連盟の役員をしてい
た時に弓道の将来像を考えるプロジェクトに参加したのがきっかけで
した。その前から海外へ指導に出向いていましたが、当時は同じ弓道
なのにその国ごとで全く異なる弓道をやっており、これでは弓道が間
違って伝わってしまうと危機感を抱きました。
　そこで組織づくり、人材育成などを整備し、平成18年（2006年）に
国際弓道連盟を設立しました。2010年からは４年ごとに、東京とフラ
ンスで世界大会を開催しています。
　実は、尾張名古屋は三英傑ゆかりの土地であることからも、歴史的
に武道である弓道が盛んで、弓道場の数は愛知県が全国一です。中

区の地名である矢場町も弓道が由来となっています。近い将来、地元
名古屋で世界大会ができれば大変うれしいですね。
　宇佐美会長ほどではありませんが、私も長い間同じ武道である剣
道に励んでいますが、得てして武道家は自分の世界に閉じこもりが
ちです。しかし、宇佐美会長は歴史ある弓道という枠にとどまること
なく、世界にも視野を広げてみえ、大変関心いたしました。
　宇佐美会長が種をまいて、水をやり、今は花が咲いているときで
すね。
　同じ武道家である尾野さんからそう言っていただけると、とても嬉
しいですね。これからも、微力ながら弓道界に貢献していきたいと思
います。
――――名古屋市体育協会会長の退任後の夢や目標は？
　父も愛知県弓道連盟の事務局長を務めており、私は中学生の頃か
ら父を手伝っていました。そして、選手・指導者としても長年弓道に携
わってきましたので、弓道に関することはそれなりにわかっているつ
もりです。また、自宅に弓道に関する古書や教本などが多数あったの
で、それらを『弓道冊子萬集』として書籍化しました。夢とは違うかもし
れませんが、これからも弓道家として、私の経験を少しでも次世代に
残していけたらと思います。
　あと、今まで弓道を続けてこられたのは、30～40歳代の頃に、しっ
かりと稽古してきたからだと思っ
ています。弓道の競技人口は高
齢者が最も多く、次は中学・高校・
大学生ですが、残念なことに体
力・技術・精神力が一番充実して
いる30～40歳代の競技人口が
減っています。
　理由は、その年代の人たちは
仕事の都合や家庭の事情でなかなか稽古ができないからです。おそ
らく、他の競技も似たような状況ではないでしょうか。弓道に限らず現
役世代がスポーツをしやすい環境を整備し、現役世代のスポーツ実
施率が少しでも向上すれば、超高齢化社会に伴う様々な課題を解決
するための一助となり、社会全体が変わってくると思います。
　全日本弓道連盟の役職定年は80歳なので、それまでにスポーツが
しやすい環境や土壌を整備することが、私のこれからの役割かなと
思っています。
　宇佐美会長の国際弓道連盟設立を始めとする様々な企画力は、幼
少のころから育まれてきたものが活きていますね。
――――最後に、現在のコロナ禍の中で、選手や加盟団体の皆さん
へメッセージはありますか？
　今のコロナ禍では、皆さん大変苦労されていると思います。それぞ
れ置かれてみえる状況は異なると思いますが、決してスポーツの火
を消すことなく、できる範囲で活動していただけたらと思います。例え
ば、弓道でも自宅の押し入れに巻き藁を入れて弓を引くなど、工夫し
て稽古を続けている人もいます。
　私たち体育協会は、選手そして加盟団体あっての協会です。皆さん
と力を合わせて、この困難に負けることなく立ち向かっていきたいと
思います。これからも、ご
指導及びご協力をよろ
しくお願いいたします。
　本日は、大変貴重な
お話をありがとうござ
いました。これからもま
すますのご活躍を祈念
いたしております。
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インタビュアー尾野氏（左）と宇佐美義光氏（右）
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――――宇佐美会長は、この３月末で５年間務められた名古屋市体
育協会会長を退任されますが、平成16年の理事から始まり、副会長を
経て会長まで17年間も体育協会を支えていただきました。振り返って
みて心がけていたことや思い出に残っていることはありますか？ 
　名古屋市体育協会の会長は、私が体育協会役員に就任した時（平
成16年）は伊藤会長で、その後は加藤会長が務められ、そして私がバ
トンを引き継ぎました。体育協会は加藤前会長の時に教育スポーツ
協会と合併していますが、合併の際は大変苦労されたと聞いています。
当時、私は愛知県弓道連盟の法人化を中心となって進めていたこと
もあり、会長という白羽の矢が立ったのかもしれません。
　会長を務めるにあたり心がけていたことは、先輩方が築き上げてこ

られた体育協会を良い形で
次の世代へ引き継ぐというこ
とです。体育協会は、市民ス
ポーツ祭や都市間交流ス
ポーツ大会（旧五大都市大
会）、名古屋シティマラソン
（現在は名古屋ウィメンズマ
ラソンと同時開催）など、歴

史ある様々なイベントに中心
となって関わっています。それ
らを継続するだけでなく、さら
には発展させ次に引き継がな
いといけないという思いで
やってきました。
　また、体育協会の柱となる事
業に、ジュニアアスリートの育成がありますが、やはり市民の皆さんに
「スポーツ頑張れ！」と応援していただくには、国際大会などで活躍で
きる選手を育てることが重要です。
　そのためには、まずは子どもたちがスポーツを始められる環境を整
備して、競技人口を増やすことが大切です。私の専門である弓道も、ま
ずは子どもたちに弓道へ興味をもってもらえるよう、市内にスポーツ
少年団を4つ設立するなど、弓道人口を増やす取り組みをしています。
今は、子どもたちにとってスポーツ以外の選択肢が多くあり、その中か
らスポーツを選んでもらうのは大変です。他の競技団体も苦労されて
みえると思いますが、こればかりは地道にやっていくしかないですね。
　あと、思い出に残ったことと言えば、やはり現在の新型コロナウイル
ス感染症の影響により、この1年余り、社会全体が今までに経験したこ
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とがない大変困難な状況に追い込まれてしまい、スポーツ界も様々
な大会やイベントなどが軒並み中止・延期になったことでしょうか。
　まだまだ先が見通せず、社会全体が閉塞感に包まれています。ス
ポーツの存在意義も問われています。しかし、この困難を乗り越えて
平穏な日常生活を取り戻し、笑顔でスポーツができる日が来ることを
信じています。今はそのための我慢の時だと思います。
――――弓道を５歳で始められ、約70年もの間、選手・指導者として
ご活躍されてみえますが、長い弓道人生の中でターニングポイントが
あれば教えてください。
　我が家は代々弓具商を営んでおり、戦前から父も自宅で弓道具の
製作などをしていました。だから、幼いころから本物の弓道具をおも
ちゃにして遊んでいたので、物心ついた時から自然と弓道をやってい
たという感じです。
　私は全日本弓道選手権大会に23回出場し、35歳からは20年間連
続出場して常にベスト10入りしていました。決勝に何回も残り、準優
勝や3位、4位までは獲得できましたが、なかなか優勝することができ
ませんでした。そんな中、平成3年（1991年）に47歳で迎えた第42回
大会でようやく優勝することができ、天皇杯をいただくことができまし
た。その時は、相手がミスしても勝ったと思わず、自分の弓を引くこと
だけに集中できました。その時の経験は、選手や指導者として一つの
ターニングポイントになったと思います。
　弓道は鎌倉時代からの歴史があり、当時の武士が乗馬と共に最初
に身に付けた武道と言われています。皆さんもご覧になったことが
あっておわかりだと思いますが、弓道は動かない的を目掛けて矢を
射ります。簡単に思われるかもしれませんが、全国大会で優勝するよ
うな選手でも、百発百中ということはあり得ません。
　なぜなら、弓道では揺れ動く内なる心を自分自身で制御できない
と、的を射ることができないからです。例えば、大会で相手が的を外し
た時、余計な邪念が生まれると自分も的を外してしまいます。いかに
して心を鎮め余分なことは考えず、とにかく集中して弓を引くことが大
切です。弓道は「心の格闘技」とも言われています。
　長い間一線でご活躍されてみえますが、その間に大きな怪我など
はなかったですか？

　稽古のし過ぎで、右肘の腱を
断裂したことがありました。その
時は手術をせず、２年ぐらいかけ
て周りの関連する筋肉などを鍛
えることで乗り切りました。
　弓道で教わったことは、「相手
に惑わされずに、己を信じ、己に
克つこと」、「欲を出さずに我慢す

ること」です。怪我も含めて、自分に克たないと相手には勝てないこと
を学びました。このことは、他の競技でも言えることではないでしょうか。
――――名古屋弓道協会のみならず、愛知県弓道連盟や全日本弓道
連盟での活動、さらには国際弓道連盟の設立にもご尽力されたとのこ
と。ご苦労などはありませんでしたか？
　国際弓道連盟設立のきっかけは、全日本弓道連盟の役員をしてい
た時に弓道の将来像を考えるプロジェクトに参加したのがきっかけで
した。その前から海外へ指導に出向いていましたが、当時は同じ弓道
なのにその国ごとで全く異なる弓道をやっており、これでは弓道が間
違って伝わってしまうと危機感を抱きました。
　そこで組織づくり、人材育成などを整備し、平成18年（2006年）に
国際弓道連盟を設立しました。2010年からは４年ごとに、東京とフラ
ンスで世界大会を開催しています。
　実は、尾張名古屋は三英傑ゆかりの土地であることからも、歴史的
に武道である弓道が盛んで、弓道場の数は愛知県が全国一です。中

区の地名である矢場町も弓道が由来となっています。近い将来、地元
名古屋で世界大会ができれば大変うれしいですね。
　宇佐美会長ほどではありませんが、私も長い間同じ武道である剣
道に励んでいますが、得てして武道家は自分の世界に閉じこもりが
ちです。しかし、宇佐美会長は歴史ある弓道という枠にとどまること
なく、世界にも視野を広げてみえ、大変関心いたしました。
　宇佐美会長が種をまいて、水をやり、今は花が咲いているときで
すね。
　同じ武道家である尾野さんからそう言っていただけると、とても嬉
しいですね。これからも、微力ながら弓道界に貢献していきたいと思
います。
――――名古屋市体育協会会長の退任後の夢や目標は？
　父も愛知県弓道連盟の事務局長を務めており、私は中学生の頃か
ら父を手伝っていました。そして、選手・指導者としても長年弓道に携
わってきましたので、弓道に関することはそれなりにわかっているつ
もりです。また、自宅に弓道に関する古書や教本などが多数あったの
で、それらを『弓道冊子萬集』として書籍化しました。夢とは違うかもし
れませんが、これからも弓道家として、私の経験を少しでも次世代に
残していけたらと思います。
　あと、今まで弓道を続けてこられたのは、30～40歳代の頃に、しっ
かりと稽古してきたからだと思っ
ています。弓道の競技人口は高
齢者が最も多く、次は中学・高校・
大学生ですが、残念なことに体
力・技術・精神力が一番充実して
いる30～40歳代の競技人口が
減っています。
　理由は、その年代の人たちは
仕事の都合や家庭の事情でなかなか稽古ができないからです。おそ
らく、他の競技も似たような状況ではないでしょうか。弓道に限らず現
役世代がスポーツをしやすい環境を整備し、現役世代のスポーツ実
施率が少しでも向上すれば、超高齢化社会に伴う様々な課題を解決
するための一助となり、社会全体が変わってくると思います。
　全日本弓道連盟の役職定年は80歳なので、それまでにスポーツが
しやすい環境や土壌を整備することが、私のこれからの役割かなと
思っています。
　宇佐美会長の国際弓道連盟設立を始めとする様々な企画力は、幼
少のころから育まれてきたものが活きていますね。
――――最後に、現在のコロナ禍の中で、選手や加盟団体の皆さん
へメッセージはありますか？
　今のコロナ禍では、皆さん大変苦労されていると思います。それぞ
れ置かれてみえる状況は異なると思いますが、決してスポーツの火
を消すことなく、できる範囲で活動していただけたらと思います。例え
ば、弓道でも自宅の押し入れに巻き藁を入れて弓を引くなど、工夫し
て稽古を続けている人もいます。
　私たち体育協会は、選手そして加盟団体あっての協会です。皆さん
と力を合わせて、この困難に負けることなく立ち向かっていきたいと
思います。これからも、ご
指導及びご協力をよろ
しくお願いいたします。
　本日は、大変貴重な
お話をありがとうござ
いました。これからもま
すますのご活躍を祈念
いたしております。

特別インタビュー

　宇佐美義光会長が、令和3年3月31日をもって勇退されることとなり
ました。
　平成16年5月から名古屋市体育協会の理事を、その後審議員、副会
長を経て、平成28年4月から同協会会長を務め、協会の運営、事業の推
進並びに、名古屋市のスポーツの普及・振興に尽くされました。
　また、新会長には後藤泰之副会長が令和3年3月9日に行われた競技
スポーツ事業運営審議会において選任されました。
　なお、同審議会において、宇佐美会長は4月1日より当協会の特別顧
問に就任されることが決定いたしました。

宇佐美義光会長が勇退、新会長に後藤泰之副会長が就任

後藤泰之新会長 宇佐美義光特別顧問

昭和20年（1945年）6月　名古屋市生まれ。
5歳から父のもと弓道を始めるとともに、指導者としても修練を積み、大学
卒業後には、明和高校や瑞陵高校、愛知教育大学で弓道師範を務め、
現在に至るまで、弓道を生涯スポーツとして取り組んでもらえるよう、ジュ
ニアから高齢者までの一貫指導を目標に日々、弓道の普及及び選手・指
導者育成に取り組まれている。
平成14年に名古屋弓道協会会長、平成16年からは名古屋市体育協
会理事を、その後副会長を経て、平成28年から名古屋市体育協会会長
に就任し、名古屋市の競技スポーツ、生涯スポーツ、地域スポーツの多
岐にわたり、その普及振興に尽力される。
長年のスポーツ振興への功績が評価され、平成4年度に（財）愛知県体
育協会体育功労賞、平成14年度に（財）名古屋市体育協会体育功労
賞、平成21年度に文部科学大臣生涯スポーツ功労表彰、平成23年度
に（財）日本体育協会スポーツ振興功労賞、令和元年度に旭日双光章
（スポーツ振興功労）を受賞する。

プロフィール スポーツ関係の役職歴
平成１６年５月～平成２２年３月　 名古屋市体育協会理事
平成19年5月～平成２５年５月　 日本オリンピック委員会 選手強化本部委員
平成２２年４月～平成２４年３月　 名古屋市体育協会審議員
平成２４年４月～平成２８年３月　 名古屋市体育協会副会長
平成２４年１０月～令和３年３月　 愛知県教育委員会 愛知県スポーツ推進 
 審議会委員
平成２７年４月～令和３年３月　 愛知県スポーツ協会副理事長
平成２８年４月～令和３年３月　 名古屋市体育協会会長
 （公財）名古屋市教育スポーツ協会副理事長
令和元年5月～令和３年３月 愛知・名古屋アジア競技大会
 組織委員会理事
現在、国際弓道連盟理事、東海弓道連盟連合会名誉会長、愛知県弓道連盟
名誉会長、名古屋弓道協会名誉会長を務めている。
【弓道専門資格】
　段位　八段位（平成７年５月認可）
　称号　範士号（平成12年５月授与）

多くの方に支えられた、名古屋市体育協会の17年間。
ゲ　　ス　　ト　　名古屋市体育協会　会　　　長　宇佐美義光
インタビュアー　　名古屋市体育協会　広報委員長　尾野博之

特別インタビュー

令和元年度市民スポーツ祭総合閉会式



Jr. Athlete

―――レフリーを目指そうとしたきっかけは？
野々川：1年生の春、顧問の先生がレフリーをしているのを見ました。一生
懸命走り回ってジャッジしている姿を見て、レフリーも立派なサッカー選
手だな、と思い興味を持ちました。
佐々木：高校に入るタイミングで、自分の中で選手として限界を感じてい
たところがありました。でもサッカーが好きだったので、何かサッカーに関
われる方法はないかと考え、中学生の時に4級を取得していたこともあり、
レフリーを目指そうと考えました。
―――サッカーレフリーの魅力はどんなところでしょう？
野々川：自分の持っている笛ひとつで、試合や選手をコントロールできる
こと。審判も人間なのでミスすることもありますが、レフリーがいないとサ
ッカーの試合は成立しませんから。
佐々木：いろんなカテゴリーのいろんなサッカーチームの試合を一番近く
で見られるのが一番の魅力かな、と思います。また、自分が試合のもっとも
大切な役割を果たしているのは、すごく魅力だと僕も感じています。
―――普段の練習で気をつけていることはありますか？
野々川：チームの練習でもレフリーを務めていますが、いつも公式戦のつ
もりで笛を吹くようにしています。ただ、細かく見ようとしすぎるあまり、自
分の立ち位置を見失うことがあるので、ポジショニングを意識しながらジ
ャッジしています。
佐々木：コロナ禍になってから、練習や試合が少なくなりました。練習でき
ること試合ができることに感謝して、一試合一試合、選手以上に全力でジ
ャッジをするように気をつけています。
―――レフリーのための特別な練習などはしていますか？
野々川：YouTubeの「Jリーグジャッジリプレイ」という動画をよく見ていま
す。プロフェッショナルレフリーのジャッジが正しかったのかどうかを検証
していて、すごく勉強になります。
佐々木：詳しくやってくれるので、僕も見ています。また、プロの試合を見て
いる時でも、こういう場面ではレフリーはここにいるんだ、と選手やボール
だけではなく、レフリーのポジショニングに注目して見るようにしています。
―――レフリーをしていて、うれしかったことはありますか？
野々川：初めて公式戦で笛を吹いた時、ボールが僕に当たり攻撃の流れ
を止めてしまいました。申し訳ない気持ちになりましたが、試合後両チー

ムの監督さんが、「今日は審判ありがとうございました」と声をかけてくだ
さって。それがうれしかったです。
佐々木：試合後に、「ナイスレフリー」と言われることもそうなんですが、イ
ンストラクターの方に「うまくなったね」「やっとレフリーらしくなってきた
ね」と言われたときです。
―――では最後に今後の目標を教えてください。
野々川：誰に聞いても、野々川が主審だったら安心してプレーを見られる
し、プレーもできると言われるようになりたい。僕は韓国が好きですから、
将来はKリーグで笛を吹きたいです。その先にワールドカップがあると思
っています。
佐々木：僕が目指しているレフリーは、イタリアのジャンカル・ロッキさん。
昨年引退した試合のあとに、選手から握手をされ、写真を撮られ、感謝さ
れているのを見ました。僕も人から感謝されるレフリーになりたいと思い
ます。
（享栄高校永田監督）
野々川は韓国語ができるので、サ
ッカーを通じて両国はじめ世界の
橋渡しになってほしいですね。
（愛知総合工科高校小倉監督）
佐々木は謙虚で素直で真面目。人
間的に素晴らしいので、ぜひ国際
舞台に立ってほしいですね。
―――おふたりが、大観衆の前で
毅然とジャッジを下している姿を見
るのが楽しみです。本日はありがと
うございました。

野々川 裕貴 さん
ののかわ　 ひろき

（サッカーレフリー
愛知享栄学園 享栄高等学校２年）

佐々木 翔 さん
ささき　 かける

（サッカーレフリー
愛知総合工科高等学校２年）

プロフィール プロフィール

小学3年生のころから両親の影響でサッカーを始める。
小学校から背が高く、ゴールキーパーとしてプレーをす
る。高校1年生の時、審判へ興味を持ち、練習試合を中心
に主審や副審を担当。監督からの技術指導もあり、審判
の魅力に熱中するようになる。現在4級審判員の資格を
持ち、審判委員会の方の指導を受けながら公式戦でも主
審をつとめるようになる。今年は3級審判員の取得、将来
は国際審判員を目指し、現在、努力を続けている。

小学１年生からサッカーを始める。中学１年で４級審
判員取得。高校１年夏に３級審判員の資格を取得し、
AIFEレフェリーアカデミー（カテゴリー3B）に所属。東海
学生リーグのアシスタントレフリーや、名古屋地区リー
グのレフリーを務めるなどの実績を持つ。レフリーと並
行して選手としても活動することで、レフリーに必要な
次のプレーを予測する能力や運動量を磨いている。

まずはKリーグで笛を吹く。
その先の夢は、
ワールドカップの主審。

感謝を忘れず、
感謝される
レフリーになりたい。

若手審判員の育成・強化について
（公財）愛知県サッカー協会審判委員会では、高校生をはじめ若い審判員の指導・育成に力を入
れている。毎年、高校生や経験の浅い若手審判員たちを対象に、２泊３日の宿泊研修を開催。レフ
ェリングを分析したインストラクターから講義を受け、仲間たちとテーマに沿ってディスカッション
を実施。短期間でも、この研修での若い審判員たちの成長には、目を見張るものがある。
また、レフリーアカデミーという制度の下、実技指導、映像研修や講義、フィットネストレーニング
など年間を通してチーフインストラクターを中心に指導していくプログラムも実施。上級審判員を
目指し、Ｊリーグを担当したり国際レフェリーとなって国際大会を担当したりする審判員が、この
愛知県から一人でも多く誕生することを期待している。

野々川 裕貴 さん

野々川 裕貴 さん

佐々木 翔 さん

佐々木 翔 さん
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第76回国民体育大会冬季大会～夢！きらリンク愛知国体～ 第76回国民体育大会冬季大会～夢！きらリンク愛知国体～

マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知2021 マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知2021

第17回都市間交流スポーツ名古屋大会の開催について 第17回都市間交流スポーツ名古屋大会の開催について

　第76回国民体育大会冬季大会スケート競技会
（ショートトラック・フィギュア）・アイスホッケー競技会が、
令和３年１月27日（水）～31日（日）まで、愛知県内で
開催されました。名古屋市は、日本ガイシアリーナで、
フィギュアとショートトラックの競技を実施しました。
コロナ禍の中、無観客の開催でしたが無事閉幕し
ました。競技の様子は、アーカイブで視聴が可能で
す。種目ごとに掲載されていますので、お時間のある
時にご覧ください。
（国体チャンネル　https://japangamestv.japan-sports.or.jp/）
愛知県選手団の活躍は、下記のとおりです。
（名古屋市実行委員会開催種目関係分）
（１）スケート競技会（ショートトラック・フィギュア）
　 男女総合成績：第３位（昨年度：第14位）
　 女子総合成績：第４位（昨年度：第６位）

　令和３年３月12日（金）から14日（日）にかけて、今年で10回目と
なる「マラソンフェスティバルナゴヤ・愛知2021」が開催されまし
た。今大会はコロナ禍での開催ということで、「名古屋ウィメンズマ
ラソン」と、同時開催の「名古屋シティマラソン」はハーフマラソン
のみの縮小開催で、ランナーエントリー数を例年の半分としまし

た。開催するにあたり、ランナーの皆様、大会関係者をはじめ、ボラ
ンティアの皆様にも様々なコロナ感染症対策を行いながらの開催
でした。
　各競技部門第1位の皆さまは次のとおりです。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため１年延期されました
「第17回都市間交流スポーツ名古屋大会」が７月１０日（土）・１１
日（日）を中心に、市内各会場で開催されます。横浜市、神戸市、
京都市、大阪市の各都市スポーツ協会を名古屋市に迎え、市内
各会場で熱戦が繰り広げられます。種目は、ソフトテニス・バスケット

ボール・軟式野球・バドミントン・弓道・相撲・テニス・ソフトボール・ハン
ドボール・ホッケー・ボウリング・空手道・家庭婦人バレーボールの13
競技です。

女子マラソン

ハーフマラソン

ホイールチェア（競技用車いす） 総合

総合
女子総合
男子総合

喜納　　翼

松田　瑞生
後藤　梨奈
酒井　　一

22分58秒

2時間21分51秒
1時間26分05秒
1時間05分59秒

部門 氏名（敬称略） 記録

その他の記録は大会ＨＰ（http://marathon-festival.com/）でご確認ください。

※写真提供：愛知県スケート連盟

第76回国民体育大会冬季大会スケート競技会
（ショートトラック・フィギュア）が開催されました！

問合せ先
第７６回国民体育大会スケート競技会
（フィギュア・ショートトラック）
名古屋市実行委員会事務局（※令和3年3月31日まで）
〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目１番１号
スポーツ市民局スポーツ戦略室
TEL：（052）972-3294　　FAX：（052）972-4417　　
HP：http://www.yume-kirarink2021.jp/

※詳しい日程等は決まり次第、名古屋市体育協会のホームページ
　に掲載します。

選　手　名種　別

成年男子500m

成年男子1000ｍ

少年男子500m

少年男子1000ｍ

少年女子500m

少年女子1000ｍ

成年女子500ｍ

成年女子1000ｍ

成年男子
5000ｍリレー

成年女子
3000ｍリレー

順　位
第 1 位
第10位
第 1 位
第14位
第 1 位

第 2 位
第 9 位
第 5 位
第 7 位
第 7 位

第 3 位
第10位
第 3 位
第10位
第17位
第23位
第17位
第18位

吉永 一貴
林 伊吹
吉永 一貴
林 伊吹
林 伊吹、吉永 一貴
坂爪 亮介、三澤 夏陽
平井 亜実
横山 世奈
平井 亜実
渡邊 碧
渡邊 碧、平井 亜実
横山 世奈、鈴木 花歩
夏目 笑
八神 利来
夏目 笑
八神 利来
松本 怜華
武藤 緑咲
武藤 緑咲
松本 怜華

（３）ショートトラック（愛知県選手団の結果）

（２）フィギュア（愛知県選手団の結果）
選　手　名

山本 草太

新田谷 凜

誉田 知己

浦松 千聖

日野 龍樹

横井 ゆは菜

佐々木 晴也

松生 理乃

順　位
第3位

第3位

第7位

第2位

種　別
成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

フィギュアチーム

日野選手

吉永選手

横井選手



Jr. Athlete

―――レフリーを目指そうとしたきっかけは？
野々川：1年生の春、顧問の先生がレフリーをしているのを見ました。一生
懸命走り回ってジャッジしている姿を見て、レフリーも立派なサッカー選
手だな、と思い興味を持ちました。
佐々木：高校に入るタイミングで、自分の中で選手として限界を感じてい
たところがありました。でもサッカーが好きだったので、何かサッカーに関
われる方法はないかと考え、中学生の時に4級を取得していたこともあり、
レフリーを目指そうと考えました。
―――サッカーレフリーの魅力はどんなところでしょう？
野々川：自分の持っている笛ひとつで、試合や選手をコントロールできる
こと。審判も人間なのでミスすることもありますが、レフリーがいないとサ
ッカーの試合は成立しませんから。
佐々木：いろんなカテゴリーのいろんなサッカーチームの試合を一番近く
で見られるのが一番の魅力かな、と思います。また、自分が試合のもっとも
大切な役割を果たしているのは、すごく魅力だと僕も感じています。
―――普段の練習で気をつけていることはありますか？
野々川：チームの練習でもレフリーを務めていますが、いつも公式戦のつ
もりで笛を吹くようにしています。ただ、細かく見ようとしすぎるあまり、自
分の立ち位置を見失うことがあるので、ポジショニングを意識しながらジ
ャッジしています。
佐々木：コロナ禍になってから、練習や試合が少なくなりました。練習でき
ること試合ができることに感謝して、一試合一試合、選手以上に全力でジ
ャッジをするように気をつけています。
―――レフリーのための特別な練習などはしていますか？
野々川：YouTubeの「Jリーグジャッジリプレイ」という動画をよく見ていま
す。プロフェッショナルレフリーのジャッジが正しかったのかどうかを検証
していて、すごく勉強になります。
佐々木：詳しくやってくれるので、僕も見ています。また、プロの試合を見て
いる時でも、こういう場面ではレフリーはここにいるんだ、と選手やボール
だけではなく、レフリーのポジショニングに注目して見るようにしています。
―――レフリーをしていて、うれしかったことはありますか？
野々川：初めて公式戦で笛を吹いた時、ボールが僕に当たり攻撃の流れ
を止めてしまいました。申し訳ない気持ちになりましたが、試合後両チー

ムの監督さんが、「今日は審判ありがとうございました」と声をかけてくだ
さって。それがうれしかったです。
佐々木：試合後に、「ナイスレフリー」と言われることもそうなんですが、イ
ンストラクターの方に「うまくなったね」「やっとレフリーらしくなってきた
ね」と言われたときです。
―――では最後に今後の目標を教えてください。
野々川：誰に聞いても、野々川が主審だったら安心してプレーを見られる
し、プレーもできると言われるようになりたい。僕は韓国が好きですから、
将来はKリーグで笛を吹きたいです。その先にワールドカップがあると思
っています。
佐々木：僕が目指しているレフリーは、イタリアのジャンカル・ロッキさん。
昨年引退した試合のあとに、選手から握手をされ、写真を撮られ、感謝さ
れているのを見ました。僕も人から感謝されるレフリーになりたいと思い
ます。
（享栄高校 永田監督）
野々川は韓国語ができるので、サ
ッカーを通じて両国はじめ世界の
橋渡しになってほしいですね。
（愛知総合工科高校 小倉監督）
佐々木は謙虚で素直で真面目。人
間的に素晴らしいので、ぜひ国際
舞台に立ってほしいですね。
―――おふたりが、大観衆の前で
毅然とジャッジを下している姿を見
るのが楽しみです。本日はありがと
うございました。

野々川 裕貴 さん
ののかわ　 ひろき

（サッカーレフリー
愛知享栄学園 享栄高等学校２年）

佐々木 翔 さん
ささき　 かける

（サッカーレフリー
愛知総合工科高等学校２年）

プロフィール プロフィール

小学3年生のころから両親の影響でサッカーを始める。
小学校から背が高く、ゴールキーパーとしてプレーをす
る。高校1年生の時、審判へ興味を持ち、練習試合を中心
に主審や副審を担当。監督からの技術指導もあり、審判
の魅力に熱中するようになる。現在4級審判員の資格を
持ち、審判委員会の方の指導を受けながら公式戦でも主
審をつとめるようになる。今年は3級審判員の取得、将来
は国際審判員を目指し、現在、努力を続けている。

小学１年生からサッカーを始める。中学１年で４級審
判員取得。高校１年夏に３級審判員の資格を取得し、
AIFEレフェリーアカデミー（カテゴリー3B）に所属。東海
学生リーグのアシスタントレフリーや、名古屋地区リー
グのレフリーを務めるなどの実績を持つ。レフリーと並
行して選手としても活動することで、レフリーに必要な
次のプレーを予測する能力や運動量を磨いている。

まずはKリーグで笛を吹く。
その先の夢は、
ワールドカップの主審。

感謝を忘れず、
感謝される
レフリーになりたい。

若手審判員の育成・強化について
（公財）愛知県サッカー協会審判委員会では、高校生をはじめ若い審判員の指導・育成に力を入
れている。毎年、高校生や経験の浅い若手審判員たちを対象に、２泊３日の宿泊研修を開催。レフ
ェリングを分析したインストラクターから講義を受け、仲間たちとテーマに沿ってディスカッション
を実施。短期間でも、この研修での若い審判員たちの成長には、目を見張るものがある。
また、レフリーアカデミーという制度の下、実技指導、映像研修や講義、フィットネストレーニング
など年間を通してチーフインストラクターを中心に指導していくプログラムも実施。上級審判員を
目指し、Ｊリーグを担当したり国際レフェリーとなって国際大会を担当したりする審判員が、この
愛知県から一人でも多く誕生することを期待している。

野々川 裕貴 さん

野々川 裕貴 さん

佐々木 翔 さん

佐々木 翔 さん
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第76回国民体育大会冬季大会～夢！きらリンク愛知国体～ 第76回国民体育大会冬季大会～夢！きらリンク愛知国体～

マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知2021 マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知2021

第17回都市間交流スポーツ名古屋大会の開催について 第17回都市間交流スポーツ名古屋大会の開催について

　第76回国民体育大会冬季大会スケート競技会
（ショートトラック・フィギュア）・アイスホッケー競技会が、
令和３年１月27日（水）～31日（日）まで、愛知県内で
開催されました。名古屋市は、日本ガイシアリーナで、
フィギュアとショートトラックの競技を実施しました。
コロナ禍の中、無観客の開催でしたが無事閉幕し
ました。競技の様子は、アーカイブで視聴が可能で
す。種目ごとに掲載されていますので、お時間のある
時にご覧ください。
（国体チャンネル　https://japangamestv.japan-sports.or.jp/）
愛知県選手団の活躍は、下記のとおりです。
（名古屋市実行委員会開催種目関係分）
（１）スケート競技会（ショートトラック・フィギュア）
　 男女総合成績：第３位（昨年度：第14位）
　 女子総合成績：第４位（昨年度：第６位）

　令和３年３月12日（金）から14日（日）にかけて、今年で10回目と
なる「マラソンフェスティバルナゴヤ・愛知2021」が開催されまし
た。今大会はコロナ禍での開催ということで、「名古屋ウィメンズマ
ラソン」と、同時開催の「名古屋シティマラソン」はハーフマラソン
のみの縮小開催で、ランナーエントリー数を例年の半分としまし

た。開催するにあたり、ランナーの皆様、大会関係者をはじめ、ボラ
ンティアの皆様にも様々なコロナ感染症対策を行いながらの開催
でした。
　各競技部門第1位の皆さまは次のとおりです。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため１年延期されました
「第17回都市間交流スポーツ名古屋大会」が７月１０日（土）・１１
日（日）を中心に、市内各会場で開催されます。横浜市、神戸市、
京都市、大阪市の各都市スポーツ協会を名古屋市に迎え、市内
各会場で熱戦が繰り広げられます。種目は、ソフトテニス・バスケット

ボール・軟式野球・バドミントン・弓道・相撲・テニス・ソフトボール・ハン
ドボール・ホッケー・ボウリング・空手道・家庭婦人バレーボールの13
競技です。

女子マラソン

ハーフマラソン

ホイールチェア（競技用車いす） 総合

総合
女子総合
男子総合

喜納　　翼

松田　瑞生
後藤　梨奈
酒井　　一

22分58秒

2時間21分51秒
1時間26分05秒
1時間05分59秒

部門 氏名（敬称略） 記録

その他の記録は大会ＨＰ（http://marathon-festival.com/）でご確認ください。

※写真提供：愛知県スケート連盟

第76回国民体育大会冬季大会スケート競技会
（ショートトラック・フィギュア）が開催されました！

問合せ先
第７６回国民体育大会スケート競技会
（フィギュア・ショートトラック）
名古屋市実行委員会事務局（※令和3年3月31日まで）
〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目１番１号
スポーツ市民局スポーツ戦略室
TEL：（052）972-3294　　FAX：（052）972-4417　　
HP：http://www.yume-kirarink2021.jp/

※詳しい日程等は決まり次第、名古屋市体育協会のホームページ
　に掲載します。

選　手　名種　別

成年男子500m

成年男子1000ｍ

少年男子500m

少年男子1000ｍ

少年女子500m

少年女子1000ｍ

成年女子500ｍ

成年女子1000ｍ

成年男子
5000ｍリレー

成年女子
3000ｍリレー

順　位
第 1 位
第10位
第 1 位
第14位
第 1 位

第 2 位
第 9 位
第 5 位
第 7 位
第 7 位

第 3 位
第10位
第 3 位
第10位
第17位
第23位
第17位
第18位

吉永 一貴
林 伊吹
吉永 一貴
林 伊吹
林 伊吹、吉永 一貴
坂爪 亮介、三澤 夏陽
平井 亜実
横山 世奈
平井 亜実
渡邊 碧
渡邊 碧、平井 亜実
横山 世奈、鈴木 花歩
夏目 笑
八神 利来
夏目 笑
八神 利来
松本 怜華
武藤 緑咲
武藤 緑咲
松本 怜華

（３）ショートトラック（愛知県選手団の結果）

（２）フィギュア（愛知県選手団の結果）
選　手　名

山本 草太

新田谷 凜

誉田 知己

浦松 千聖

日野 龍樹

横井 ゆは菜

佐々木 晴也

松生 理乃

順　位
第3位

第3位

第7位

第2位

種　別
成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

フィギュアチーム

日野選手

吉永選手

横井選手



表紙写真：第76回 国民体育大会冬季大会スケート競技会（フィギュア）
　　　　  【少年女子 松生理乃選手 写真提供：愛知県スケート連盟】
　　　　　野々川裕貴さん、佐々木翔さん
表紙題字：後藤　淳
　　　　 （財団法人名古屋市体育協会初代会長）
この印刷物は、古紙パルプを含む再生紙を使用して
います。
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なごやのスポーツ（第126号）
令和3年3月26日発行
発行　公益財団法人　名古屋市教育スポーツ協会
　　　　　　　　  　　 （名 古 屋 市 体 育 協 会）
編集責任者　広報委員長　尾野博之
〒457-0833　名古屋市南区東又兵ヱ町5丁目1番地の16

（スポーツ振興会館内）
TEL（052）614-7100　FAX（052）614-7149

令和3年度 賛助会員加入のご案内令和3年度 賛助会員加入のご案内
　（公財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会）は、名古屋市における体育・スポーツ団体を統括し、アマチュアスポーツの普及振興と市
民のスポーツへの関心を高めるための様 な々事業を行っています。
　こうした事業を一層充実発展させ、市民の心身の健全な発達に寄与できるよう当協会では賛助会員を募集しております。
　皆様の暖かいご支援とご協力をお願いいたします。
◇ 会費　年額　１口　 20,000円 （法人）　１口　 10,000円 （個人）　　何口でもご加入いただけます。
◇ 賛助会員になられた方には、年3回（9月・12月・3月）発行する当協会広報誌「なごやのスポーツ」を送付させていただきます。
◇ 照会・連絡先　（公財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会事務局）
　　　　　　　　名古屋市南区東又兵ヱ町5丁目1番地の16（スポーツ振興会館内） TEL（052）614-7100　FAX（052）614-7149
※ご連絡いただければ、折り返し『ご案内』及び『振込用紙』等を送付いたします。

瑞穂公園陸上競技場は、昭和16年(1941年)2月竣工。昭和25年
(1950年)10月に改修（建て替え）され、第5回国民体育大会で
使用される。昭和57年(1982年)3月には全天候型ウレタン舗装
等の全面改修を行い、翌年には全国高等学校体育大会（イン
ターハイ）が開催される。現在の建物は、平成6年(1994年)5月
にメインスタンド屋根の増設や一部座席の個席化等を改修し
たもの。この年に開催された愛知国体（わかしゃち国体）のメ
イン会場となる。平成27年(2015年)4月から命名権（ネーミン
グライツ制度）により、「パロマ瑞穂スタジアム」の呼称となっ
て現在に至る。平成28年
(2016年)第100回日本陸
上競技選手権大会開催の
ほか、サッカーJリーグ名
古屋グランパスエイトの
ホームスタジアムとして、
数々の名勝負が繰り広げ
られた。
令和3年度(2021年度)か
らの改築により完成する
新スタジアムは、2026年
第20回愛知・名古屋アジ
ア競技大会のメイン会場
として使用される予定。

瑞穂公園陸上競技場のあゆみ

　1月16日（土）の「第18回子どもスポーツフェスタ・冬」（主催：市、市教育スポーツ協会、市教育委員会、市小中学校体育連盟）と1月23日
（土）の「第36回なごやカップミニ駅伝大会2021～できることはきっとある～」（主催：市、市教育スポーツ協会）は、新型コロナウイルス感染拡
大防止に伴う緊急事態宣言発令のため、皆様の健康及
び安全を最優先に考え、開催直前に中止いたしました。
　参加を楽しみにされていた皆様及び開催に向けご尽
力いただきました関係者の皆様にとっては、大変残念な
結果となりましたが、来年こそは開催できるよう準備を進め
てまいります。

「子どもスポーツフェスタ・冬」・「なごやカップミニ駅伝大会」 「子どもスポーツフェスタ・冬」・「なごやカップミニ駅伝大会」 中止

昨年度ドッジボールの様子（稲永スポーツセンター）昨年度ミニ駅伝大会の様子（パロマ瑞穂スタジアム）
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　スポーツ少年団は、「１人でも多くの青少年にスポーツの歓びを！」
「スポーツを通じて青少年のからだとこころを育てる組織を地域社
会の中に！」と願い、昭和37年に創設されました。名古屋市におい
ても（公財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会）の
中に名古屋市スポーツ少年団本部が置かれています。
　スポーツ少年団は、原則として登録する年の４月１日現在３歳
以上の子ども10名以上と成人の指導者２名以上で構成された
団体が、所定の手続きを経て登録申請して、日本スポーツ少年団
の認定を受けることで加入できます。本市におけるスポーツ少年
団の登録（新規・更新とも）は、毎年４月から７月までとなります。ス
ポーツ少年団の結成、登録、加入などのご相談については、下記
にお尋ねください。

　なお、令和３年度の事業計画は、
１ 本部委員会関係会議
　  本部委員会の開催（年1回）
２ 各種事業
　（1）名古屋市スポーツ少年団交歓大会
　　 ① 期　日　令和３年11月７日（日）
　　 ② 会　場　日本ガイシ スポーツプラザ
　　　　　　　  第2競技場
　（2）運動適性テスト
　　 ① 期　日　年度内に随時
　　 ② 会　場　市内各所
　　 ③ 対　象　登録単位団の団員
　　 ④ 内容等　スポーツ少年団運動適正
　　   　　　　  テストを単位団ごとに実施
　（3）各種スポーツ体験教室
 　　（期間及び会場は予定です）
　　 ① 弓道教室　② スケート教室
　　 ③ その他　１～２教室開催予定
　（4）名古屋市スポーツ少年団指導者
 　　 協議会との共催事業、連携及び活動支援

東築ライオンズ
　東築ライオンズは港区を拠点に活動している軟式野球チーム
で、平成29年（2017年）には設立40周年を迎えた大変歴史あるチ
ームです。小学１年から６年生までの66名（内女子8名）が毎週日曜
日、港区の東築地小学校や公園などで元気よく活動しています。
　17年前から日本スポーツ少年団へ登録しており、名古屋市スポ
ーツ少年団登録チーム同士（令和2年度登録数38）による試合を
はじめ、JBLA（ジュニアベースボール愛知）や名古屋市軟式野球
連盟などにも加盟して、様 な々大会に参加しています。
　現在はコロナ禍のため、できるだけ少人数になるよう練習場所
を分けて活動をしており、取材した日は５年生15名のチームが白
水公園野球場で、あと２チームが東築地小学校等で活動してい
ました。このような状況下でも、子どもたちは本当に楽しそうに練習
していて、みんな野球が大好きなことが取材をしていた私にも伝わっ
てきました。（6年生は１月10日で卒団。）
　監督歴28年の石井利一団長は、ご自身の息子さんが参加する
ことから運営に携わるようになったそうです。石井団長は、「野球と
いう遊びを親も子どもも楽しもう！」をモットーに、「大好きな野球の上
達には試合に出ることが大切」との思いから、試合では可能な限
り全員が出場できるよう心がけてみえるそうです。
　また、４年生以上は小学校でも部活動に参加しているため、団
としての活動日を原則週１回とし、ポジションの複数制や大学病院
のメディカルチェックを活用するなどして、子どもたちのケガ防止に
も努めてみえるとのことでした。さらには、今年度はコロナ禍で中止
となりましたが、夏のキャンプなどの行事をみんなで楽しむことによ
り、チームの絆を深めているそうです。
　こんなにも長く活動を続けられている秘訣を石井団長にお尋ね
したところ、「スタッフみんなの人間性といろいろな人のサポートの
おかげ」と即座にお答えが返ってきました。取材をしている時も、経
験豊富なコーチやスタッフが子どもたち一人ひとりを丁寧に指導し
ている姿が印象的でした。さらに石井団長のお人柄による団結力
がプラスされることにより、団員の減少もほとんどなく長い間活動が

できていると感じました。
　また、石井団長ご自身の経験やスポーツ少年団の講習等から、
「野球に限らずスポーツが好きで、中学生になっても続けてくれれ
ばありがたい」との思いが伝わっているのか、東築ライオンズの子ど
もたちは卒団してもほとんどが野球を続けているそうです。出身者の
中には高校野球で甲子園春夏連覇した卒団生もみえるそうで、石
井団長も指導者冥利につきると笑顔でお話ししてくださいました。
　最近は女子野球も盛んになってきており、石井団長が監督を務
める“オール愛知ガールズ”も全国大会へ出場し、2013年優勝、
2015年準優勝、2016年３位の成績を収めているとのことでした。
　石井団長は最後に、今後もコツコツと練習を積み重ね、試合で
成果を振り返り、また練習の繰り返しの中から、野球の楽しさ・すば
らしさを伝えたい。野球が上手くなる喜び、試合でいいプレーする
楽しみ、試合に勝つという達成感、負けた時の悔しさなどの経験
は、子どもたちのかけがえのない財産になると信じていると熱く語
ってくださいました。
　東築ライオンズのますますの活躍が期待されます。
●問い合わせ先
　東築ライオンズスポーツ少年団（軟式野球）　団長：石井 利一
　電話番号：090-3384-6772　※ホームページもご覧ください。　
　https : //touchiku.wixsite.com/lions

第5回 スポーツ少年団だより第5回 スポーツ少年団だより とう　ちく

令和3年度 名古屋市スポーツ少年団登録及び事業計画について 令和3年度 名古屋市スポーツ少年団登録及び事業計画について

【問い合わせ先】
名古屋市スポーツ少年団本部
〔（公財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会）内〕
〒457-0833　名古屋市南区東又兵ヱ町5－1－16
（スポーツ振興会館内）
TEL（052）614-7100  FAX（052）614-7149

▲お話を伺った石井団長

▲５年生の選手の皆さん（令和3年度新６年生）

バッティングはいつもフルスイング！「楽しい！」▲



表紙写真：第76回 国民体育大会冬季大会スケート競技会（フィギュア）
　　　　  【少年女子 松生理乃選手 写真提供：愛知県スケート連盟】
　　　　　野々川裕貴さん、佐々木翔さん
表紙題字：後藤　淳
　　　　 （財団法人名古屋市体育協会初代会長）
この印刷物は、古紙パルプを含む再生紙を使用して
います。
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令和3年度 賛助会員加入のご案内令和3年度 賛助会員加入のご案内
　（公財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会）は、名古屋市における体育・スポーツ団体を統括し、アマチュアスポーツの普及振興と市
民のスポーツへの関心を高めるための様 な々事業を行っています。
　こうした事業を一層充実発展させ、市民の心身の健全な発達に寄与できるよう当協会では賛助会員を募集しております。
　皆様の暖かいご支援とご協力をお願いいたします。
◇ 会費　年額　１口　 20,000円 （法人）　１口　 10,000円 （個人）　　何口でもご加入いただけます。
◇ 賛助会員になられた方には、年3回（9月・12月・3月）発行する当協会広報誌「なごやのスポーツ」を送付させていただきます。
◇ 照会・連絡先　（公財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会事務局）
　　　　　　　　名古屋市南区東又兵ヱ町5丁目1番地の16（スポーツ振興会館内） TEL（052）614-7100　FAX（052）614-7149
※ご連絡いただければ、折り返し『ご案内』及び『振込用紙』等を送付いたします。

瑞穂公園陸上競技場は、昭和16年(1941年)2月竣工。昭和25年
(1950年)10月に改修（建て替え）され、第5回国民体育大会で
使用される。昭和57年(1982年)3月には全天候型ウレタン舗装
等の全面改修を行い、翌年には全国高等学校体育大会（イン
ターハイ）が開催される。現在の建物は、平成6年(1994年)5月
にメインスタンド屋根の増設や一部座席の個席化等を改修し
たもの。この年に開催された愛知国体（わかしゃち国体）のメ
イン会場となる。平成27年(2015年)4月から命名権（ネーミン
グライツ制度）により、「パロマ瑞穂スタジアム」の呼称となっ
て現在に至る。平成28年
(2016年)第100回日本陸
上競技選手権大会開催の
ほか、サッカーJリーグ名
古屋グランパスエイトの
ホームスタジアムとして、
数々の名勝負が繰り広げ
られた。
令和3年度(2021年度)か
らの改築により完成する
新スタジアムは、2026年
第20回愛知・名古屋アジ
ア競技大会のメイン会場
として使用される予定。

瑞穂公園陸上競技場のあゆみ

　1月16日（土）の「第18回子どもスポーツフェスタ・冬」（主催：市、市教育スポーツ協会、市教育委員会、市小中学校体育連盟）と1月23日
（土）の「第36回なごやカップミニ駅伝大会2021～できることはきっとある～」（主催：市、市教育スポーツ協会）は、新型コロナウイルス感染拡
大防止に伴う緊急事態宣言発令のため、皆様の健康及
び安全を最優先に考え、開催直前に中止いたしました。
　参加を楽しみにされていた皆様及び開催に向けご尽
力いただきました関係者の皆様にとっては、大変残念な
結果となりましたが、来年こそは開催できるよう準備を進め
てまいります。

「子どもスポーツフェスタ・冬」・「なごやカップミニ駅伝大会」 「子どもスポーツフェスタ・冬」・「なごやカップミニ駅伝大会」 中止

昨年度ドッジボールの様子（稲永スポーツセンター）昨年度ミニ駅伝大会の様子（パロマ瑞穂スタジアム）
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　スポーツ少年団は、「１人でも多くの青少年にスポーツの歓びを！」
「スポーツを通じて青少年のからだとこころを育てる組織を地域社
会の中に！」と願い、昭和37年に創設されました。名古屋市におい
ても（公財）名古屋市教育スポーツ協会（名古屋市体育協会）の
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団の登録（新規・更新とも）は、毎年４月から７月までとなります。ス
ポーツ少年団の結成、登録、加入などのご相談については、下記
にお尋ねください。
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　　 ③ その他　１～２教室開催予定
　（4）名古屋市スポーツ少年団指導者
 　　 協議会との共催事業、連携及び活動支援
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　東築ライオンズは港区を拠点に活動している軟式野球チーム
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日、港区の東築地小学校や公園などで元気よく活動しています。
　17年前から日本スポーツ少年団へ登録しており、名古屋市スポ
ーツ少年団登録チーム同士（令和2年度登録数38）による試合を
はじめ、JBLA（ジュニアベースボール愛知）や名古屋市軟式野球
連盟などにも加盟して、様 な々大会に参加しています。
　現在はコロナ禍のため、できるだけ少人数になるよう練習場所
を分けて活動をしており、取材した日は５年生15名のチームが白
水公園野球場で、あと２チームが東築地小学校等で活動してい
ました。このような状況下でも、子どもたちは本当に楽しそうに練習
していて、みんな野球が大好きなことが取材をしていた私にも伝わっ
てきました。（6年生は１月10日で卒団。）
　監督歴28年の石井利一団長は、ご自身の息子さんが参加する
ことから運営に携わるようになったそうです。石井団長は、「野球と
いう遊びを親も子どもも楽しもう！」をモットーに、「大好きな野球の上
達には試合に出ることが大切」との思いから、試合では可能な限
り全員が出場できるよう心がけてみえるそうです。
　また、４年生以上は小学校でも部活動に参加しているため、団
としての活動日を原則週１回とし、ポジションの複数制や大学病院
のメディカルチェックを活用するなどして、子どもたちのケガ防止に
も努めてみえるとのことでした。さらには、今年度はコロナ禍で中止
となりましたが、夏のキャンプなどの行事をみんなで楽しむことによ
り、チームの絆を深めているそうです。
　こんなにも長く活動を続けられている秘訣を石井団長にお尋ね
したところ、「スタッフみんなの人間性といろいろな人のサポートの
おかげ」と即座にお答えが返ってきました。取材をしている時も、経
験豊富なコーチやスタッフが子どもたち一人ひとりを丁寧に指導し
ている姿が印象的でした。さらに石井団長のお人柄による団結力
がプラスされることにより、団員の減少もほとんどなく長い間活動が

できていると感じました。
　また、石井団長ご自身の経験やスポーツ少年団の講習等から、
「野球に限らずスポーツが好きで、中学生になっても続けてくれれ
ばありがたい」との思いが伝わっているのか、東築ライオンズの子ど
もたちは卒団してもほとんどが野球を続けているそうです。出身者の
中には高校野球で甲子園春夏連覇した卒団生もみえるそうで、石
井団長も指導者冥利につきると笑顔でお話ししてくださいました。
　最近は女子野球も盛んになってきており、石井団長が監督を務
める“オール愛知ガールズ”も全国大会へ出場し、2013年優勝、
2015年準優勝、2016年３位の成績を収めているとのことでした。
　石井団長は最後に、今後もコツコツと練習を積み重ね、試合で
成果を振り返り、また練習の繰り返しの中から、野球の楽しさ・すば
らしさを伝えたい。野球が上手くなる喜び、試合でいいプレーする
楽しみ、試合に勝つという達成感、負けた時の悔しさなどの経験
は、子どもたちのかけがえのない財産になると信じていると熱く語
ってくださいました。
　東築ライオンズのますますの活躍が期待されます。
●問い合わせ先
　東築ライオンズスポーツ少年団（軟式野球）　団長：石井 利一
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